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　毎月第２木曜日の13時からの一時間。総合保健福祉センター「あいあい」大広間には笑い声が響いています。


　大人から子どもまで様々な年齢の方が、頭も心もリフレッシュできる「あいあいふれあいレクタイム」が今年も開催されています。


　内容は、昔懐かしい遊び





☆楽しかった。よくとんだ。


☆凧揚げをして楽しかった。また来るよ。


☆凧を作ったのは初めてです。簡単に出来て飛んだときは嬉しかった。子どもよりも私の方が飛ばすのに夢中になりました。


☆冬はなかなか寒くて外で遊ぶ機会がないが今日は親子で楽しく凧を作って遊べたので良かったです。








あいあい











ん。興味のある方は自由に参加でいただけます。また市保険福祉部地域福祉室の協力により、12時45分から13時までは保健師による健康相談もあります。


　また一緒に活動してくださるかたも随時募集しております。「ちょっと不安～」という人。見学だけでも大丈夫です。是非一度覗いてみてください。





☆四日市市から老夫婦で参加しました。地域で知的障害の方々に楽しんでもらおうと思い教えて頂きにきましたら、楽しさにどっぷり使ってわらべに帰った気持ちで10歳以上若返らせて頂きました。とんでとんでとんでとても満足でした。


☆親子で楽しく出来てよかったです。小さい子ながらに頑張ってとばしている姿をみてうれしくなりました。








《参加者の声》





８０Ｍの凧糸を全部繰り出すほど高く揚がった人、二つの凧を器用に両手で揚げている人、高く揚げようと頑張って走る子。自分で作った凧を空高く揚げている参加者全員の顔が輝いていました。


　





２月10日(日)、亀山市青少年研修センタ―において、わけびき真澄先生（高田短期大学准教授）を講師に迎え、「親子で挑戦！凧作り教室」を開催しました。





から手軽にできるニュースポーツまで、多彩に取り揃え、飽きることがありませ





が大活躍。楽しい絵も描き、親子協力し合い、二種類の凧が出来上がりました


　出来上がった凧を持って、芝生公園へ移動し、みんなで凧揚げです。どの凧もうまく揚がりました。調子の悪い凧はわけびき先生に修正してもらい、大人も子どもも夢中で凧揚げをしていました。





当日は、１８組３０名の参加があり、わけ引き先生の指導の下、ビニール袋と竹ひごを使って二種類の凧を作りました。ビニール袋に線を引き、ハサミで切り、竹ひごを貼り付け、凧糸をつけて出来上がり！子どもたちだけでは少し難しいところもありましたが、お父さん・お母さん











